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Abstract
Thepurposeofthisstudywastodeterminethecommoncharacteristicsonphysicalfitness
andmotorabilityforpreschoolchildrenwithoutliers(<mean‐3standarddeviationsormean
+3standarddeviations<).Sixhundredandthirtythreechildren(306boysand327girls)aged
3.5to6.5yearsoldparticipatedinthemeasurementincludinggperformancetestsofstanding
longjump,timeddipping,sitandreach,25-mdash,softballthrowfordistance,sidesteps,grip
strength,ballcatch,andbeamcrossjumpwith2anthropometricalmeasuresofstandingheight
andbodyweight.Frequenciesandpercentagesofoutliersobtainedinthisstudyexceededthose
theoreticallyexpected.Manyoutlierswerefoundattheundesirableside(low,slow,short,weak,
etc.).Profilesonphysicalfitnessandmotorabilityforchildrenwithoutliersonanidenticaltest
indicatedsimilarcharacteristics.Informationaboutpreschoolchildrenwithoutlierscanbeused
toestablishsuitablestandardsonphysicalfitnessandmotorabilityinthefuture.
Keywords:preschoolchildren,physicalfitness,motorability,outlier
1.緒 言
幼児期における子どもの体力 ・運動能力を評
価あるいは把握す るために、い くつかの全国規
模6)7)8)または地域 別D2)の評価基準値が作成 さ
れ利用されている。 しかし、近年幼児の体力や
運動能力の評価基準値の作成過程に関する再検
討を通 して、比較的多 くの測定項 目において測
定値の中に外れ値が存在 し、外れ値 を除外する
ことにより正規分布に適合するケースが認めら
れることが報告されている13)。また、公表 され
ている評価基準値 における外れ値の取 り扱いが
示されていないケースも少な くない。
一方、外れ値の取 り扱いには十分な注意が必
要である3)。外れ値が測定手続 き上の不備(例
えば、測定値の記入 ミスなど)に より得 られた
ものならば問題外であるが、測定対象の能力を
反映 したものであれば有益な情報を有する。上
位の非常に高い能力を反映する外れ値 は将来競
技選手 として高いパフォーマンスを発揮で きる
可能性を示唆する情報 となるか もしれない。逆
に下位の非常に低い能力を示す測定値は運動 に
関する障害の有無を精査す るための情報を含ん
でいるか もしれない。 しかしなが ら、これらの
外れ値 は評価基準値作成の観点か ら考える と、
集団の分布状況や中心傾向に少なからず影響 を
及ぼす と考えられるため、外れ値が認め られた
場合 は除外す ることも検討 しなければな らな
い 。
先行研究では、幼児期における体力 ・運動能
力の測定値 における外れ値の頻度 ・割合やその
外れ値 を有する対象の特性を検討 した研究10)11)
12)は限 られている。外れ値 を有する対象の体力・
運動能力における類似性などの特性が明 らかに
なれば、保育の現場のみならず評価基準値の作
成の際の外れ値除外の判断において参考になる
と考えられる。
本研究では、35～6.5歳の幼児に体力 ・運動
能力についての測定を実施 し、得 られた測定値
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における外れ値 を有する幼児に共通する体力 ・
運動能力特性を明らかにした。
皿.方 法
1.調査対象
対象は、岐阜県多治見市内の6幼 稚園に在籍
する3.5～6.5歳の男児306名と女児327名の合計
633名であった。性別 ・学年別の対象者数の内
訳は表1に 示す通 りである。
表1対 象者数
別の分布状況)と その割合を明 らかにした。共
通 した測定項 目に外 れ値 を有す る幼児 をまと
め、特に度数が多い測定項 目については体力 ・
運動能力プロフィール図を作成 した。なお、性
および学年が異なる幼児を比較するため測定値
をT得 点化 した。
学年 男児 女児 合計
年少
年中
年長
82
99
125
88
125
114
170
224
239
合計 306 327 633
2.測定項 目
測定項 目は、身長と体重の2項 目の形態計測
項 目と9項 目の体力 ・運動能力に関する測定項
目であった。体力 ・運動能力の測定項 目は、立
ち幅跳び、体支持持続時間、長座体前屈、25m
走、ソフ トボール投げ、反復横跳び(1本 ライ
ン)、握力、両足連続跳び越 し、捕球であった。
測定方法は一連の関連する研究 ・報告5)13)IA)と
同じ方法であった。
3.デ ータの分析方法
測定 したll項目における測定値 は性別 ・学
年別に分類 した。測定項目ごとに平均値 と標準
偏差を算出 し、平均値 ±3標 準偏差の範囲外
の測定値を外れ値3)とした。そ して、外れ値 を
有する幼児数と割合および外れ値の度数を調べ
た。また、外れ値の分布状況(上 位および下位
皿.結 果
1.外れ値を有する幼児数とその割合
表2に 示す通 り、外れ値を有する幼児は男児
では合計29名、女児では合計27名認め られた。
男児では外れ値を有する幼児の割合は学年が高
くなるに従い大きくなる傾向にあるが、女児で
は同様な傾向は認められなかった。 しかし、男
女に共通 して、年長児において外れ値を有する
幼児の割合が25大 きく10%前後の値が確認さ
れた。
複数の外れ値を有する幼児は、男女合計で5
名確認され、内訳は男児で2名 および女児で3
名であった。年少および年中における男女児の
各1名 は外れ値を2個 有 していたが、年長にお
ける女児1名 は3個 の外れ値を有していた。
2.外れ値の各測定項 目における性別 ・学年別
の上位 ・下位の分布
表3は 、各測定項 目における外れ値の上位 ・
下位の分布を性別・学年別に示 したものである。
外れ値は測定値の小さい側 と大 きい側の両方に
得 られる可能性があるため、いずれの側で外れ
値が得 られたのか、またその度数が視覚的にわ
かるように作表 した。
外れ値が認められた測定項 目は、男児では長
座体前屈お よび女児では身長を除 く残 りの10項
目であった。いずれの側で外れ値の度数が多い
表2外 れ値を有する幼児数と割合および外れ値の度数
学年
男児 女児
人数 割合 度数 人数 割合 度数
年少
年中
年長
??
?
?
?
?
8.54%
9.09%
10.40%
?
?
?
?
?
8
8
11
9.09%
6.40%
9.65%
??
?
?
?
?
合計 29 9.48% 31 27 8.26% 31
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表3外 れ値の性 ・測定項目 ・学年別の上位 ・下位分布
男 児
年長 年中 年少 測定項目 年少 年中 年長
●
?
?
?
?
?
?
?
?
●
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
身 長
体 重
立ち幅跳び
体支持持続時間
長座体前屈
25m走
ソフトボール投げ
反復横跳び
握 力
両足連続跳び越し
捕 球
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
●
●
●
●
●
9 7 5 3 3 4
21(67.8%) 10(32.2%)
女 児
年長 年中 年少 測定項目 年少 年中 年長
?
?
● ●
●
●● ●●●
●●●
●
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
身 長
体 重
立ち幅跳び
体支持持続時間
長座体前屈
25m走
ソフトボール投げ
反復横跳び
握 力
両足連続跳び越し
捕 球
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
9 6 5 4 3 4
20(64.5%) 11(35.5%)
のかを比較する目的で、その割合を算出 した結
果、男児では好 ましくない成績 〈低い、遅い、
短い、弱いな ど〉の側で67.8%、その反対側で
32.2%、また女児では好ましくない成績の側で
64.5%、その反対側で35.5%であった。男女の
割合は同程度であ り、好ましくない成績の側の
割合が大きかった。
測定項 目別では、年少から年長の合計で最多
の7個 の外れ値が女児の両足連続跳び越 し 〈遅
い〉で認められた。続いて、女児の体支持持続
時間 〈長い〉で6個 、次に体重 〈多い〉(男女児)
と男児の両足連続跳び越 し 〈遅い〉で5個 の外
れ値が確認 された。
3.外 れ値を有する幼児の体力 ・運動能カプロ
フイール
外れ値を有する幼児の体力 ・運動能力におけ
る類似性などの特性を明 らかにするために、各
幼児の測定値 をT得 点化 し男女 ・学年をプール
して1つ のグラフに示 した。特に、男女合計の
人数が7名 以上であった4項 目について体力 ・
運動能力プロフィールを作図 した(図1～4)。
m 測定値における外れ値を有する幼児の体力 ・運動能力特性
身長
90.
捕球 重
両足連続跳び越し 立ち幅跳び
握力 体支持持続時間
反復横跳び 長座体前屈
ソフトボール投125m走 〈T得点〉
図1体 重 〈多い〉の外れ値を有する幼児の体力 ・運動能力プロフィール
身長
続時間
〈T得点〉
図2体 支持持続時間 〈長い〉の外れ値を有する幼児の体力 ・運動能力プロフィール
身長
90.
捕球
70.
両足連続跳び越し 立ち幅跳び
握力 体支持持続時間
反復横跳び 長座体前屈
ソフトボール投i25m走 〈
T得点〉
図325m走 〈遅い〉の外れ値 を有する幼児の体力 ・運動能カプロフィール
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図4両 足連続跳び越 し 〈遅い〉の外れ値を有する幼児の体力 ・運動能力プロフィール
T得点が20未満および80を超える場合が外れ値
である。
体重 〈多い〉の外れ値を有する幼児8名(10
名の内2名 は体力 ・運動能力の測定値が無かっ
た)の 体力 ・運動能力プロフィール(図1)を
比較すると、図において赤線で示されているT
得点50を上回る人数が多かった測定項 目は、身
長、長座体前屈、握力、捕球であった。一方、
T得 点が50を下回る人数が多かった測定項 目
は、立ち幅跳び、体支持持続時間、反復横跳び、
両足連続跳 び越 しであった。残 りの測定項目で
は人数が同 じであった。
体支持持続時間 〈長い〉の外れ値を有する幼
児9名 の体力 ・運動能力プロフィール(図2)
を比較すると、全測定項 目においてT得 点50を
上回る人数の方が多かった。
25m走〈遅い〉の外れ値を有する幼児7名 の
体力 ・運動能力プロフィール(図3)を 比較す
ると、全測定項 目においてT得 点50を下回る人
数の方が多かった。
両足連続跳び越 し 〈遅い〉の外れ値を有する
幼児12名の体力・運動能力プロフィール(図4)
を比較す ると、T得 点50を上回る人数が多かっ
た測定項 目は長座体前屈を除く残 りの9項 目の
測定項 目であった。長座体前屈では人数が同 じ
であった。
】.V.考察
1.幼児の体力 ・運動能力測定値における外れ
値について
正規分布を仮定する場合、集団全体に対する
平均値 ±3標 準偏差の範囲内に含 まれる対象
の割合 は理論上では99.74%である3)。つ まり、
その範囲外に分布する測定値が得 られる可能性
は極 めて小 さく(各 側0.13%)、この ような特
異な測定値を本研究では外れ値 として扱った。
本研究の対象者数か ら算出すると、例えば、性
別 ・学年別グループで最多の125名の集団にお
いて外れ値が得 られる予測値は1人 に満 たな
い。 しかし、外れ値を有する幼児数と外れ値の
度数は予測される度数を大きく超えて認められ
た。
このことか ら、実際の測定により得 られる測
定値には、外れ値が理論値 よりも多 く含 まれる
ケースがあることが確認 された。理論値 よりも
大 きな割合で外れ値が確認されたことは、特 に
中心的傾向を記述する場合や評価基準値の作成
においては注意が必要であることを示唆するも
のである。また、男女に共通 して年長児で一番
大 きな割合が確認されたことは、幼児期におい
て加齢に伴い個人差が大 きくなることによると
推測 される。
外れ値が確認 された側の度数 と割合の比較で
は、男女に共通 して好 ましくない成績 〈低い、
遅い、短い、弱いなど〉の側により多 くの外れ
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値が認められた。形態計測項 目においては、身
長が低いおよび体重が多い側にのみ外れ値が認
められた。特に体重が多い側における外れ値は
男女各5名 の合計10名認め られた。つ まり、平
均値と比較 して非常に大きな体重 を有する幼児
が多 く存在することが確認された。何らかの理
由で早熟な幼児や適切でない食習慣や運動不足
などによる肥満児が含 まれていると推測 され
る。
体力 ・運動能力項 目においては、男児の握力
のみ握力が弱い側 と強い側の両方で外れ値が認
められた。男児の握力に関 しては個人差が大き
いことを示す ものである。その他の項 目では、
いずれかの側で外れ値が認められた。つ まり、
体力 ・運動能力の測定項目における測定値の分
布の偏 りが明らかになった。これらの分布の偏
りは、以前の分布からの変化なのか(過 去には
正規分布 していたものが年代変化 とともに分布
の型が変化 してきたものなのか)を 今後検討す
べきである。また、男女で外れ値が得 られる傾
向は類似 してお り測定項目特有の条件(例えば、
測定方法など)が 関係 していることも考えられ
る。例えば、体支持持続時間のテス トは、最長
180秒などで測定を打ち切 る方法 も利用 されて
いるが本研究では制限時間を設けなかった。こ
のような測定方法の違いが平均値 と大きな差の
ある測定値が得られることに関係 している可能
性 は考えられる。
2.外 れ値を有する幼児の体力 ・運動能力特性
体重 〈多い〉の外れ値を有する幼児は男女合
計10名確認されたが、その内2名 は形態計測の
みに参加 した幼児であったため、8名 の体力 ・
運動能力プロフィールにより特性を分析 した。
また、T得 点50を基準に8名 の分布を調べ、い
ずれに多数が属す るのかによ り特性 を判断 し
た。体重が極 めて大 きい幼児は、身長が高 く、
長座体前屈、握力、捕球の成績が良い傾向が認
め られた。一方、立ち幅跳び、体支持持続時間、
反復横跳び、両足連続跳び越 しの成績が悪い傾
向が認められた。体重が重 くかつ身長が高いこ
とから、これ らの幼児は体格的に早熟である可
能性が考え られる。体重が極めて重いことは、
跳躍運動や身体を支 える運動ではマイナスであ
るため、このような結果が得 られたと考えられ
る。
以上のことから、体重が極めて重い幼児の体
力 ・運動能力プロフィールは、身長は高 く、柔
軟性、筋力、協応性は平均を上回る傾向にある
が、瞬発力、筋持久力、敏捷性や連続 した跳躍
運動 に関連する能力 ・技能は平均 を下回る傾向
にあることが明 らかになった。
体支持持続時間が極めて長い幼児は、体力 ・
運動能力プロフィールの観察からもわかるよう
に、基準 となるT得 点50の外側に比較的多 くの
分布が認められ、全ての測定項 目においてT得
点50を上回る優れた成績を有する幼児の方が多
かった。体支持持続時間は上肢の筋持久力を測
定する項 目である9♪。 したがって、筋持久力が
極めて優れる幼児の体力・運動能力に関 しては、
他の要素でも平均を上回る傾向にあると考えら
れる。
25m走の走タイムが極めて遅い幼児は、前述
の体支持持続時間のケースとは対照的に平均を
示すT得 点50の内側にほとんどの得点が分布 し
ていることが体力 ・運動能力プロフィールか ら
確認され、全ての測定項目において平均値を下
回る成績を有する幼児の方が多かった。つまり、
短距離を疾走する速度が極めて遅い幼児は、体
力 ・運動能力全般において能力が低い傾向にあ
ることが本研究の結果から明らかになった。
両足連続跳び越 しに要する時間が極めて長い
幼児は、25m走のケースと同じように、T得 点
50の内側にほとんどの得点が分布 していること
が体力・運動能力プロフィールか ら観察された。
連続 した跳躍運動の速度が極めて遅い幼児の体
力 ・運動能力に関 しても他の全ての要素で平均
を下回る傾向にあることが確認された。つまり、
跳び越す運動の遂行が極めて遅い幼児は体力 ・
運動能力全般において低い傾向にあることが明
らかになった。
以上に示 した ように、 同 じ測定項 目に共通
して外れ値を有する幼児の体力 ・運動能力プロ
フィールの比較から、体重に関 しては極めて多
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い体重の幼児は体力 ・運動能力に関して平均 を
上回る要素 と下回る要素の両方を有する特性 を
示すが、機能項 目である体力 ・運動能力測定項
目に外れ値を有する幼児は、好ましい側の外れ
値を有する場合は体力 ・運動能力が全般的に優
れる傾向にあるのに対 し、好ましくない側の外
れ値を有する場合は体力 ・運動能力が全般的に
劣る傾向にあることが明らかになった。このこ
とは、外れ値を有する幼児には共通 した体力 ・
運動能力特性がある ことを示唆す るものであ
る。
3.外 れ値を複数個有する幼児の体力 ・運動能
力特性の事例
外れ値 を2つ 有す る幼 児の測定項 目の内訳
は、年少男児25m走〈遅い〉と立ち幅跳び〈短い〉、
年中男児25m走〈遅い〉と両足連続跳び越 し 〈遅
い〉、年少女児体重 〈多い〉 と両足連続跳び越
し 〈遅い〉および年中女児25m走〈遅い〉と両
足連続跳び越 し 〈遅い〉であった。機能項目で
2つの外れ値を有 している幼児は、素早い運動
が苦手で脚の筋力が平均的な同年代の幼児と比
べて極めて低い と推測 される。 また、1名 は体
重が非常に多いために両足で連続して跳び越す
運動課題の遂行に長い時間を要すると考えられ
る。
図5は 、今回の対象の中で最多の3個 の外
れ値 を有す る年長女児の体力 ・運動能力 プロ
フィール図を作成 したものである。外れ値は25
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m走 〈遅い〉、両足連続跳 び越 し〈遅い〉、捕球 〈少
ない〉で認められた。プロフィール図か ら観察
されるように、残 りの測定項 目においても平均
を示すT得 点50を超える得点は認められなかっ
た。特に、身長や体重の形態測定項 目も含め残
りの全てのT得 点が40を下回ってお り、身長が
低 く体重が軽いことに加えて、さらに全体的に
体力・運動能力 レベルが低いことが確認 された。
本研究の対象者 は幼稚 園に在籍する幼児で
あった。出生時の体重や運動の障害の有無に関
しては詳 しく情報を得ていない。 しかし、ほぼ
同じ標本で多動性 ・衝動性行動傾向を有する幼
児の体力特性 を調べた報告15)では50名を超え
る幼児が多動性 ・衝動性行動傾向の該当児とし
て抽出 されている。事例に示 した年長女児は、
例えば出生時の体重が軽 く年長になっても標準
的な体重に達 していない発達の遅れ も考えられ
る。 また、行動 に問題を有するか、または何 ら
かの運動に関する障害を有 している可能性 も考
えられる。
近年、特別支援児教育に重点が置かれるよう
になってきてお り、運動に関 しても障害を有す
る幼児 ・児童の運動支援の取 り組みが報告4)さ
れている。今後、体力 ・運動能力測定か ら得ら
れる情報 を多角的に分析するとともに、関連す
る新たな知見が体力 ・運動能力の評価基準値作
成のみならず特別支援の現場で も幅広 く活用 さ
れることが期待 される。
図5最 多の3個 の外れ値を有する年長女児の体力 ・運動能カプロフィール
m 測定値における外れ値を有する幼児の体力 ・運動能力特性
V.要 約
本研 究は3.5～6.5歳の幼児男女633名を対象
に、身長 ・体重および9項 目の体力 ・運動能力
についての測定を実施 し、得られた測定値にお
ける外れ値(平 均値 ±3標 準偏差の範囲外 の
測定値)を 有する幼児の体力 ・運動能力特性を
明らかにすることを目的 とした。外れ値を有す
る幼児数と外れ値の度数は予測される割合を大
きく超えていた。また、外れ値が確認 された側
に関しては、男女に共通 して好ましくない成績
〈低い、遅い、短い、弱いなど〉の側 により多
くの外れ値が認め られた。外れ値を有する幼児
には共通 した体力 ・運動能力特性があることが
示唆された。外れ値を有する幼児の体力 ・運動
能力に関する情報が幼児の体力 ・運動能力評価
基準値の作成において活用されることが期待 さ
れる。
〈付記〉
本論文は、2011年9月に鹿屋体育大学で開催
された 日本体育学会第62回大会において発表 し
た内容に、新たな考察 と文献などを加えて まと
めたものである。
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